
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年９月５日（木）、JR東労組本部青年部主催「第２回系統別（運転・

車掌）意見交換会」を開催しました。乗務員の仲間たちと現在直面している様々

な課題について議論を深めました。 

８月２２日に発出された指令７号について、一人ひとりが見解を出し合い、組

織破壊者を許さず、指令７号に基づき職場議論を創り出す必要性を共有しました。

また、「新たなジョブローテーションの実施について」の妥結について、中央本

部見解の読み合わせを行いました。参加者からは、これまで職場で総対話行動や

学習会を開催し、施策に向き合う議論を通じて、団体交渉の内容の周知や労働組

合の必要性を職場の仲間と一致させてきた実践などが語られました。 

今後も職場での施策議論や組織拡大に向けた実践の共有を図り、相互に高め合

うことで青年部組織の強化を目指していきます。 
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